
【主な内容】
市小学校陸上競技会（関連４、５㌻）
八幡平ヒルクライム 2019（関連６、７㌻）

【表紙】119番通報訓練を体験
令和元年度市防災訓練（関連２、３㌻）

火災発生！
落ち着いて通報できるかな？

農
みのり
と輝

ひかり
の大地―八幡平市
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　昨年の北海道胆振東部の地震災害、最近発
生した関東地方の台風災害など、国内で大災
害が起きています。本市も例外ではなく、大
雨による洪水・土砂災害や岩手山の火山災害
がいつ起きてもおかしくはありません。
　市の防災対策には限界がありますので、
自分の命は自分で、地域は地域で守ること

が求められます。普段からの備えとして、
❶非常持出品や備蓄品を準備しておく
❷防災マップで危険箇所を把握しておく
❸普段からテレビやラジオで情報収集する
❹避難情報が発令されたら早めに避難する
❶から❹のことを心掛け、災害からの被害
を最小限に抑えましょう。

　

豪
雨
や
地
震
な
ど
の
災
害
へ
の
備
え

と
、
地
域
住
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
市
防
災
訓
練
は
９
月
１

日
、
寄
木
小
と
そ
の
周
辺
を
会
場
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
同
校
の
児
童
や
地
域
住
民
、
自
衛
隊
な

ど
15
機
関
約
６
０
０
人
が
参
加
。
会
場
で

は
、さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
9
時
20
分
か
ら
は
、
同
校
か
ら
の

出
火
を
想
定
し
た
火
災
防
御
訓
練
を
開
始

し
ま
し
た
。
赤
い
煙
が
立
ち
込
め
る
と
、

全
校
児
童
81
人
が
誘
導
に
従
っ
て
一
斉
に

校
庭
へ
避
難
。消
防
車
両
11
台
が
出
動
し
、

来
場
者
が
見
守
る
中
、
消
火
活
動
に
あ
た

り
ま
し
た
。

　
火
災
防
御
訓
練
終
了
後
、
児
童
た
ち
は

初
期
消
火
や
煙
体
験
、
１
１
９
番
通
報
、

応
急
食
料
の
炊
き
出
し
な
ど
の
訓
練
を
学

年
ご
と
に
体
験
。
地
域
住
民
と
と
も
に
、

実
践
的
な
訓
練
を
通
し
て
、
防
災
へ
の
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

災
害
に
備
え
て

防
災
力
を
高
め
よ
う

令
和
元
年
度　
市
防
災
訓
練

防
災
力
を
高
め
よ
う

令
和
元
年
度　
市
防
災
訓
練

紙芝居で防災を学ぶ

　防災訓練終了後、各学年の教室
では、先生が防災をテーマとした
紙芝居を児童へ読み聞かせる授
業が行われました。
　海や山、川などの自然の恵みと
ともに、大雨や地震により、土砂
崩れや建物の崩壊などの災害が
起こることを説明しました。「災
害後にはどんなことが危険とな
りますか」と質問すると、児童た
ちは手を挙げて積極的に発言し
ながら、自分の命を守る行動につ
いて学びました。

１_ 手軽に設置することができる防水板を初め
て使用し、効果を確認しました
２_ 搬送者の手当てをする市婦人消防協力隊員
３_ 消防署員の指導のもと訓練用の人形を使っ
た心臓マッサージに児童たちが挑戦
４_ 市消防団員たちが手際よく土のうの堤防を
設置した水防訓練
５_ 災害時の給水対応を説明する市職員
６_ 災害用食料やラジオなどの防災物品の展示
品を間近に見て確かめる地域住民

　119番通報訓練では、練習だと思
っていたのにすごく緊張しました。
もしも本番だったらどうしようか
なとも思いました。難しいかもし
れないけれど落ち着いて伝えるこ
とができるように、防災訓練で学
んだことを生かしていきたいです。

関係機関や地域住民の協力に感謝
松尾地区振興協議会長　中軽米 幸

ゆ き お

雄 さん
体験してみて分かった119番通報の難しさ

寄木小６年　千葉 美
み く

空 さん

１

２３
４５

６

普段から災害へ備えることが大切です

火災防御訓練では消防署や市消防団第17から23分団が校庭に展開し、合図とともに一斉放水

市防災対策専門員に聞く

市防災対策専門員
瀬川 正雄 さん

　関係機関の協力と多くの地域住
民の参加により、大規模災害訓練
が行われたことに感謝いたします。
　自分たちの地域は自分たちで守
ることを肝に命じ、いつ起こるか
分からない災害に備えていきたい
です。
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◎
結
果（
優
勝
者
の
み
掲
載
。
敬
称
略
）

【
１
０
０
㍍
】

◆
男
子

４
年　
工
藤
泰た

い
が臥（
大
更
）
15
秒
91

５
年　
藤
澤
蒼
弥（
大
更
）
15
秒
04

６
年　
瀬
川
拓
実（
大
更
）
13
秒
74

◆
女
子

４
年　
大
和
桜は

る
か香（
寺
田
）
15
秒
47

５
年　
樋
口
瑞
季（
大
更
）
15
秒
06

６
年　
小
山
田
凛
花（
安
代
）
14
秒
89

【
２
０
０
㍍
】

◆
男
子

５
年　
藤
原
清せ

い
が雅（

大
更
）
35
秒
21

６
年　
長
山
璃り

く久（
大
更
）
29
秒
87

◆
女
子

５
年　
樋
口
瑞
季（
大
更
）
32
秒
19

６
年　
関
香
里
奈（
田
山
）
32
秒
53

【
１
０
０
０
㍍
】

◆
男
子

５
年　
藤
澤
蒼
弥（
大
更
）
３
分
44
秒
12

６
年　
小
山
田
飛と

わ琶（
安
代
）３
分
22
秒
27

【
８
０
０
㍍
】

◆
女
子

５
年　
髙
橋
こ
こ
ね（
寄
木
）３
分
01
秒
66

６
年　
小
山
田
凛
花（
安
代
）２
分
57
秒
18

【
80
㍍
ハ
ー
ド
ル
】

◆
男
子

５
年　
髙
橋
琢た

く
や和（

平
舘
）
16
秒
89

６
年　
宍
戸
颯そ

う
た汰（

寺
田
）
15
秒
40

◆
女
子

５
年　
阿
部
真ま

や弥（
安
代
）
18
秒
17

６
年　
三
浦
亜あ

こ香（
寄
木
）
16
秒
27

【
４
×
１
０
０
㍍
リ
レ
ー
】

◆
男
子

４
年　
大
更　
１
分
７
秒
39

５
年　
大
更　
１
分
４
秒
15

６
年　
大
更　
０
分
58
秒
55

◆
女
子

４
年　
大
更　
１
分
10
秒
71

５
年　
大
更　
１
分
４
秒
77

６
年　
大
更　
１
分
４
秒
28

【
走
り
高
跳
び
】

◆
男
子

５
年　
鈴
木
奏か

な
と斗（
松
野
）
１
㍍
05

６
年　
羽
沢
友と

も
き希（
安
代
）
１
㍍
18

◆
女
子

５
年　
髙
橋
花は

な
え恵（

大
更
）
１
㍍
05

６
年　
北
口
恵け

い（
大
更
）
１
㍍
16

【
走
り
幅
跳
び
】

◆
男
子

５
年　
髙
橋
琢た

く
や和（
平
舘
）
３
㍍
49

６
年　
瀬
川
拓
実（
大
更
）
４
㍍
10

◆
女
子

５
年　
蒲が

ま
さ
わ澤

ゆ
め
こ（
大
更
）
３
㍍
11

６
年　
渡
邊
乃の

あ彩（
田
頭
）
３
㍍
55

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
】

◆
男
子

５
年　
伊
藤
凌り

ょ
う
が雅（

寄
木
）
47
㍍
35

６
年　
藤
田
嵩し

ゅ
う
だ
い大（

大
更
）
61
㍍
58

◆
女
子

５
年　
髙
橋
こ
こ
ね（
寄
木
）
39
㍍
89

６
年　
小
野
寺
日ひ

よ
り和（
柏
台
）
33
㍍
81

継継

投投

遠

高高
瞬

耐耐

技

記録に挑む
＝八幡平市小学校陸上競技会＝

　第15回市小学校陸上競技会は９月11
日、市総合運動公園多目的運動広場で開
かれました。
　小雨がちらつく本大会での新記録達成
はありませんでしたが、各学校から選ば
れた選手は、学校の仲間や父母からの声
援を受けながら、自己ベスト更新を目指
し、全力で競技に臨みました。投
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V

E

I

　初参加で、エキスパート
クラスで優勝できて、とて
もうれしいです。万全の状
態で大会に臨むことができ
ました。
　序盤は勾配がきつく、終
盤は平らですが、風が強く
て厳しかったです。けん制
し合いながら、駆け引きを
楽しむことができました。

　練習で八幡平市によく来
ます。アスピーテラインの
他にも、樹海ラインや岩手
山パノラマラインなど、車
も少なく、道路状態の良い
コースがあります。
　景色もいいので、外国の
人に長期滞在してもらい、
自転車で楽しんでもらえた
らいいなと思っています。

C
　初参加です。年に４回程
度、岩木山や鳥海山などの
東北で開かれるヒルクライ
ム大会に出場しています。
　30年ぐらい自転車競技
をしています。自分の限界
に挑戦するヒルクライム
は、とてもきついですが、
ゴール後の達成感は格別
で、楽しいスポーツです。

　男子Ａクラス２位でした。
昨年の同クラス５位の成績
を上回ることはできました
が、１位になれなかったの
で、とても悔しいです。
　盛岡農業高自転車競技部
に所属しています。県高校新
人戦で優勝し、インターハ
イ、選抜大会と全国大会出場
目指してがんばりたいです。

【大会記録】　優勝者のみ掲載、敬称略
※（S）はショートコース

クラス 氏名 住所 記録

エキスパート 山口 裕之 青森県 0:57:00

男子Ａ（中学卒業～29歳） 小村 知之 青森県 0:56:45

男子Ｂ（30歳～39歳） 北浦 暁 宮城県 0:56:14

男子Ｃ（40歳～49歳） 太田 裕成 青森県 0:59:05

男子Ｄ（50歳～59歳） 林崎 伸師 北上市 0:58:59

男子Ｅ（60歳以上） 高橋 順一 宮城県 1:04:59

一般女子 工藤 めぐみ 青森県 1:13:56

ジュニア男子 田山 遥貴 宮城県 1:09:14

ジュニア男子（S） 上村 悠瑳 宮城県 0:36:08

ジュニア女子（S） 山下 愛望 九戸村 0:45:00

ビギナー男子（S） 佐々木 敬太 山形県 0:30:32

ビギナー女子（S） 田村 由紀代 盛岡市 0:46:21

　
八
幡
平
の
雄
大
な
景
色
の
中
を

自
転
車
で
駆
け
上
が
る
ロ
ー
ド
レ

ー
ス
大
会「
八
幡
平
ヒ
ル
ク
ラ
イ

ム
２
０
１
９
」（
実
行
委
員
会
主

催
）は
８
月
25
日
、八
幡
平
ア
ス
ピ

ー
テ
ラ
イ
ン
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
め
て
開
か
れ
た
昨
年
に
引
き

続
き
、
２
回
目
の
開
催
。
昨
年
よ

り
約
１
０
０
人
増
え
、
県
内
外
か

ら
３
０
２
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
コ
ー
ス
に
変
更
は
な

く
、ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
前
か
ら
山

頂
パ
ー
キ
ン
グ
手
前
路
側
帯
ま
で

の
約
19
㌔
の
メ
イ
ン
と
御
在
所
パ

ー
キ
ン
グ
ま
で
の
約
８
㌔
の
シ
ョ

ー
ト
の
２
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、経

験
者
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
、
一
般
女

子
、小
学
5
年
生
か
ら
中
学
生
ま
で

の
ジ
ュ
ニ
ア
男
女（
シ
ョ
ー
ト
と
メ

イ
ン
）、
初
心
者
の
ビ
ギ
ナ
ー
男
女

（
シ
ョ
ー
ト
）、年
齢
別
の
一
般
男
子

の
計
12
ク
ラ
ス
で
競
い
ま
し
た
。

　

競
技
開
始
時
の
午
前
７
時
半
、

ス
タ
ー
ト
地
点
の
天
候
は
曇
り
。

参
加
者
は
、
力
強
く
ペ
ダ
ル
を
踏

み
込
み
、
急
坂
を
駆
け
上
が
り
ま

し
た
。
山
頂
ゴ
ー
ル
付
近
は
ガ
ス

に
覆
わ
れ
、
体
温
を
奪
わ
れ
る
ほ

ど
の
寒
さ
で
し
た
が
、
残
っ
た
力

を
振
り
絞
り
、
懸
命
に
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
中
で
最
も
遠
く
か
ら

参
加
し
た
鹿
児
島
県
霧
島
市
の
神

園
和
幸
さ
ん（
76
）は「
冷
涼
な
気

温
で
し
た
が
、
自
然
を
楽
し
み
な

が
ら
完
走
で
き
ま
し
た
。
山
登
り

が
好
き
で
何
度
も
岩
手
に
来
て
い

ま
す
が
、
今
回
は
八
幡
平
ヒ
ル
ク

ラ
イ
ム
に
初
挑
戦
し
、
達
成
感
を

味
わ
え
ま
し
た
」と
顔
を
ほ
こ
ろ

ば
せ
ま
し
た
。

　
同
実
行
委
員
会
の
伊
藤
敬
事
務

局
長
は「
今
回
は
約
１
０
０
人
も

参
加
者
が
増
え
ま
し
た
。
選
手
に

認
知
さ
れ
て
い
け
ば
、
も
っ
と
大

き
な
大
会
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
八

幡
平
と
い
う
観
光
資
源
へ
の
新
し

い
利
用
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、

自
転
車
が
注
目
さ
れ
て
い
け
ば
、

お
も
し
ろ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
構
想
を
描
き
ま
し
た
。

　
競
技
終
了
後
に
は
、
さ
く
ら
公

園
で
表
彰
式
と
抽
選
会
が
開
か

れ
、
最
後
ま
で
盛
り
上
が
り
を
み

せ
、
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

O
　エキスパートクラスに出
場。最後に振り切られてし
まい、２位でした。
　昨年に引き続き参加しま
した。参加者が昨年よりも
増えたせいか、力の合う人
たちと最後まで競り合う展
開でした。負けてしまいま
したが、誰が勝つか分から
ない楽しいレースでした。

本間 仁さん（39）
＝盛岡市＝

竹内 雅廣さん（65）
＝青森県＝

山口 裕之さん（43）
＝青森県＝

James Hobbsさん（50）
＝盛岡市＝

畑中 律輝さん（16）
＝滝沢市＝

上／緊張の面持ちでスタートを待つ
一般男子Ｂ　下左／ゴール直前、ガス
の中から現れたエキスパートクラス
上位３選手　下右／ラストスパート
を決め、優勝を勝ち取った山口選手

Photos

頂戦八幡平の頂に、
自分の限界に、挑む。

Hachimantai 
Hill Climb 
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ＮＥＷＳ＆ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

国民の祝日「山の日」制定４周年記念講演会を開催

Profi le／はた・けんきち
昭和16年生まれ。旧松尾
村役場に勤務し、平成14
年に定年退職。平成24年
から寄木小の郷土学習
「清水めぐり」の講師を務
めている。長年、地元の
郷土史の資料を収集し、
研究を重ねている。

『
い
の
ち
』を
感
じ
て

　
小
黒
紗
彩
さ
ん
わ
た
し
の
主
張
県
大
会
で
優
良
賞
を
受
賞

　
第
21
回
わ
た
し
の
主
張
県
大
会

は
９
月
18
日
、
ア
イ
ー
ナ
で
開
か

れ
、
県
内
各
地
区
を
代
表
す
る
18

人
の
中
か
ら
、
西
根
中
３
年
の
小

黒
紗
彩
さ
ん
が
優
良
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
小
黒
さ
ん
は「『
い
の
ち
』を
感
じ

て
」と
題
し
て
発
表
。
祖
母
が
危
篤

状
態
と
な
り
家
族
の
心
が
折
れ
そ

う
に
な
っ
た
と
き
、
看
護
師
の
言

葉
や
姿
に
救
わ
れ
た
経
験
か
ら「
人

の
心
の
奥
ま
で
優
し
さ
を
届
け
る

こ
と
の
で
き
る
看
護
師
を
目
指
し

た
い
。
大
切
な
人
や
自
分
の
命
を

感
じ
な
が
ら
、
祖
母
が
く
れ
た
夢

に
向
か
っ
て
精
一
杯
生
き
て
い
き

ま
す
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

◎
出
場
し
た
き
っ
か
け
は
？

　
先
生
か
ら
推
薦
を
受
け
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
す
。
以
前
か
ら
、

弁
論
大
会
で
発
表
す
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
動
画
を
見
る
こ
と
が
好

き
で
し
た
。
弁
論
大
会
に
興
味
が

あ
っ
た
の
で
、
声
が
か
か
っ
た
と

き
に
出
場
を
決
心
し
ま
し
た
。

◎
発
表
で
心
掛
け
た
こ
と
は
？

　
発
表
し
た
内
容
は
、
皆
さ
ん
が

あ
ま
り
体
験
し
な
い
こ
と
だ
と
思

っ
た
の
で
、
誰
に
で
も
分
か
り
や

す
く
簡
潔
に
伝
え
る
こ
と
を
心
掛

け
ま
し
た
。

◎
入
賞
し
た
感
想
は
？

　
他
校
の
生
徒
の
発
表
が
素
晴
ら

し
か
っ
た
の
で
、
自
分
が
賞
を
頂

観
衆
の
前
で
堂
々
と
発
表
す
る
小
黒

さ
ん

◎
第
67
回
岩
手
地
区
中
学
校
陸
上
競
技
大

会（
８
月
29
日
、
雫
石
総
合
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
）※
３
位
ま
で
掲
載

【
男
子
】▼
１
０
０

㍍
▽
２
年　
❷
工
藤

優ゆ
う
ま真（
松
尾
）❸
畠
山
悠ゆ
う（
西
根
一
）

▼
４
０
０
㍍
▽
学
年
共
通　

❸
遠
藤
樹い
つ
き

（
西
根
３
年
）

▼
８
０
０
㍍
▽
学
年
共
通　
❸
田
村
悠
人

（
松
尾
２
年
）

▼
１
５
０
０
㍍
▽
１
年　

❷
畑
澤
真ま
さ
き咲

（
西
根
）▽
２
年　
❷
戸
津
大た
い
き輝（

西
根
）

▼
３
０
０
０
㍍
▽
３
年　
❶
工
藤
信
太
朗

（
西
根
）

▼
１
１
０
㍍
ハ
ー
ド
ル
▽
学
年
共
通　
❸

伊
藤
世せ
な名（
西
根
２
年
）

▼
走
高
跳
▽
学
年
共
通　
❷
小
山
田
公ひ
ろ
と叶

（
西
根
３
年
）❸
平
船
知ち
は
や駿（

安
代
３
年
）

▼
走
幅
跳
▽
学
年
共
通　

❸
中
村
歩あ
ゆ
む睦

（
西
根
２
年
）

【
女
子
】▼
１
０
０
㍍
▽
１
年　
❸
八
重
樫

凜（
西
根
一
）

▼
走
高
跳
▽
学
年
共
通　

❸
角
掛
美
和

（
西
根
２
年
）

▼
走
幅
跳
▽
学
年
共
通　
❶
阿
部
美
莉
亜

（
松
尾
１
年
）

▼
砲
丸
投
▽
学
年
共
通　

❶
武
藤
桃
香

（
西
根
３
年
）

◎
第
20
回
岩
手
地
区
中
学
校
駅
伝
競
走
大

会（
９
月
６
日
、
雫
石
総
合
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
）※
オ
ー
プ
ン
参
加
を
除
く

【
男
子
】　
❶
西
根
❼
松
尾

【
女
子
】　
❻
西
根
❽
西
根
一

◎
第
12
回
り
ん
ど
う
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会（
９
月
４
、
５
日
、
松
尾
総
合
運

動
公
園
）

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
成
績

（
敬
称
略
、
●
内
の
数
字
は
順
位
）

　
山
の
日（
８
月
11
日
）の
制
定
４

周
年
記
念
講
演
会
は
９
月
14
日
、

西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
市
民
な
ど
約
１
５
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
主
催
し
た
市
山
岳
協
会
の
髙
橋

時
夫
会
長
は「
山
の
恩
恵
に
感
謝

す
る
日
と
い
う
山
の
日
制
定
の
趣

旨
に
沿
っ
て
講
演
会
を
開
催
で
き

た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
本
日
の

講
演
を
機
に
、
さ
ら
に
山
や
自
然

に
親
し
ん
で
ほ
し
い
」と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
２
部
構
成
で
開
か

れ
、
第
１
部
で
は
地
元
の
郷
土
史

に
詳
し
い
畑
謙
吉
氏
が「
松
尾
八

幡
平
の
お
も
し
ろ
地ち

め
い
こ
う

名
考
」と
題

し
て
講
演
。
松
尾
地
区
を
囲
む

山
々
や
川
、
森
な
ど
の
名
称
と
そ

の
由
来
を
、
自
身
の
見
解
と
と
も

に
紹
介
し
ま
し
た
。
続
く
第
２
部

で
は
、
世
界
最
高
峰
の
エ
ベ
レ
ス

ト（
８
８
４
８
㍍
）登
頂
に
成
功
し

た
元
平
舘
高
校
長
の
岩
澤
健
二
氏

が「
岩
手
山
・
八
幡
平
・
安
比
高

原
50
㌔
ト
レ
イ
ル
か
ら
エ
ベ
レ
ス

ト
の
頂
へ
」と
題
し
て
講
演
。
過

酷
を
極
め
た
登
頂
成
功
ま
で
の
軌

跡
を
紹
介
し
、「
支
え
て
頂
い
た

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
登
頂
で
き

た
」と
感
謝
し
ま
し
た
。

寄木小の郷土学習で水の大
切さを伝える畑氏

Profi le／いわさわ・けんじ
昭和32年に北海道で生ま
れる。教諭となってから
は各地の赴任校で山岳部
顧問を務めた。平舘高、盛
岡南高の校長を歴任。平
成30年に定年退職後、世
界最高峰のエベレスト登
頂を果たした。

【
男
子
】　
❶
山
口
力
男
❸
佐
々
木
牧
男

【
女
子
】　
❺
伊
藤
宏
子

◎
県
高
等
学
校
新
人
大
会

◇
相
撲（
９
月
７
日
、県
営
武
道
館
相
撲
場
）

▼
団
体　
❷
平
舘
高

▼
個
人
▽
選
手
権　
❷
岩
崎
優
樹（
平
舘

高
）▽
１
０
０
㌔
級　
❶
松
浦
正せ
い
や弥（
平
舘

高
）❷
岩
崎
優
樹

◎
県
中
学
校
新
人
大
会

◇
相
撲（
９
月
７
日
、県
営
武
道
館
相
撲
場
）

▼
団
体　
❶
西
根
一
❸
西
根

▼
個
人
▽
１
年　
❶
伊
藤
光み
つ
き希（
西
根
一
）

▽
２
年　
❷
佐
々
木
蒼
馬（
西
根
）❸
工
藤

煌き
ら
と斗（

西
根
一
）▽
軽
量
級　
❶
佐
々
木
蒼

馬
❷
田
村
昴こ
う
だ
い大（
西
根
一
）

◎
第
39
回
市（
西
根
・
松
尾
・
安
代
）学
童

相
撲
大
会（
９
月
15
日
、
平
舘
八
幡
宮
相
撲

場
）

▼
団
体　
❶
寺
田
ス
ポ
少
Ａ
❷
寺
田
ス
ポ

少
Ｂ
❸
大
更
小

【
男
子
】▼
個
人
▽
１
年　
❶
工
藤
恒こ
う（
大

更
）❷
畠
山
空く
う
と士（
平
舘
）▽
３
・
４
年　
❶

佐
々
木
大ひ
ろ
と翔（
寺
田
）❷
斎
藤
煌こ
う
き生（
平
舘
）

❸
工
藤
慧さ
と
し（

大
更
）▽
５
・
６
年　
❶
工
藤

琉
誠（
寺
田
）❷
岩
崎
想
矢（
寺
田
）❸
佐
々

木
勇
吾（
寺
田
）

【
女
子
】▼
個
人
▽
２
年　
❶
岩
崎
絆は
ん
な花（

寺

田
）❷
井
上
奈
子（
平
舘
）▽
３
・
４
年　
❶

中
村
絢
菜（
大
更
）❷
中
村
菜
月（
大
更
）❸

髙
橋
徠ら

ら愛（
平
舘
）▽
５
・
６
年　
❶
井
上

璃り
こ子（
平
舘
）❷
遠
藤
結
衣（
平
舘
）

小黒 紗
さ あ や
彩 さん

＝西根中３年＝
　９月２日に「わたしの主張北
岩手地区大会」で最優秀賞を受
賞し、県大会へ出場。生徒会副
会長を務め、吹奏楽部に所属し
ている。生徒会活動と部活動を
両立しながら、発表に臨んだ。

い
て
も
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
し

た
。
多
く
の
発
表
者
の
中
か
ら
自

分
を
評
価
し
て
も
ら
え
た
こ
と
が

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

◎
現
在
の
目
標
は
？

　
所
属
す
る
吹
奏
楽
部
の
部
活
動

を
や
り
遂
げ
る
こ
と
で
す
。
３
年

生
な
の
で
退
部
の
時
期
が
迫
っ
て

い
ま
す
が
、
み
ん
な
で
仲
良
く
最

後
ま
で
し
っ
か
り
と
演
奏
に
努
め

た
い
で
す
。

◎
夢
を
叶
え
る
た
め
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
は
？

　
周
囲
の
人
に
優
し
く
接
す
る
こ

と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
内
面
を

磨
き
、
目
指
す
看
護
師
に
な
り
た

い
で
す
。

地名と自然を大切にしたい

　旧松尾村役場で広報制作を７年間担当しました。制
作する中で文献が少ないことを実感。識者から詳しく
聞くことができたので、その内容を資料にまとめてい
こうと思ったことが、郷土史の資料収集、研究活動に
つながっています。地名には地域の情報や歴史が詰
まっています。町村合併などで変化していくものもあ
りますが、文献を残して伝えていきたいです。
　私は寄木小の郷土学習の講師を年に４回ほど務め

夢へ挑戦することの大切さを伝えたい

　父の影響で幼少の頃から登山をしていました。大学
時代には山岳部に所属し、国内の山々を踏破。世界最
高峰のエベレスト登頂を人生の目標としていました。
　高校教諭時代には山岳部顧問を務めました。教え子
たちに「一歩踏み出し挑戦することの大切さ」などを
教え続けてきましたが、自らも実践するため、定年退
職する際に生徒たちとエベレスト挑戦の約束を交わ
しました。退職後、体力づくりに励み、エベレストに

山々に触れ合い自然に親しもう

畑 謙吉 氏（78）
＝南寄木＝

岩澤 健二 氏（62）
＝滝沢市＝

ています。金沢清水な
どの水に関わる場所を
紹介しながら、先人た
ちの暮らしから生まれ
た地名のことや、自然
の恩恵を受けて私たち
が生活していることを
児童たちに教えていき
たいです。

託された市山岳協会旗を掲
げ登頂成功を喜ぶ岩澤氏

初挑戦。登山中は、氷
点下30度にもなる過酷
な状況に何度も諦めか
けましたが、皆さんの
支えのおかげで登頂す
ることができました。
　今回の経験を、多く
の人に伝えていきたい
です。
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市
は
、
市
内
在
住
の
男
性
を
対
象
に
料

理
教
室
を
開
き
ま
す
。

　
健
康
に
気
を
配
り
、
元
気
に
暮
ら
し
て

い
く
た
め
に
、
自
分
の
食
事
を
自
分
で

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
11
月
14
日
㈭
午
前
10
時
か
ら
午

後
１
時
半
ま
で

■
場
所　
田
頭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　
市
内
在
住
の
成
人
男
性

■
定
員　
10
人　
※
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

■
参
加
費　
１
０
０
円

■
持
ち
物　
米
一
合
、エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾

■
講
師　
市
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協

議
会
会
員

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
福

祉
課
健
康
推
進
係（
☎
・
内
線
１
０
８
５
）

男
性
も
料
理
を
通
し
て

健
康
づ
く
り
を
考
え
よ
う

　
市
は
、
農
業
に
従
事
す
る
皆
さ
ん
の
老

後
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
年
金
制
度
の

説
明
会
を
開
き
ま
す
。

　
老
後
の
不
安
を
解
消
し
、
安
心
し
た
暮

ら
し
を
送
る
た
め
、
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

■
説
明
会
日
時
／
場
所　
11
月
12
日
㈫

①
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で
／
市
役
所
多

目
的
ホ
ー
ル
棟

②
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
／
安
代
総
合

支
所

■
加
入
す
る
た
め
の
要
件　
次
の
❶
か
ら

❸
の
全
て
に
該
当
す
る
農
業
者
。
農
地
を

持
っ
て
い
な
い
農
業
者
や
家
族
従
事
者
で

も
加
入
で
き
ま
す
。

❶
60
歳
未
満

❷
保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
い
な
い
国
民

年
金
第
１
号
被
保
険
者

❸
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

■
問
い
合
わ
せ
先　
農
業
委
員
会
事
務
局

農
業
振
興
係（
☎
・
内
線
１
３
５
２
）

農
業
者
の
老
後
を
サ
ポ
ー
ト

農
業
者
年
金
の
説
明
会
開
催

　
市
は
、
田
山
ス
キ
ー
場
の
臨
時
従
業
員

を
若
干
名
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
職
種

❶
リ
フ
ト
管
理
従
事
員

❷
リ
フ
ト
券
販
売
兼
施
設
清
掃
員

■
任
用
期
間　
12
月
２
日
㈪
か
ら
令
和
２

年
３
月
31
日
㈫
ま
で　
※
積
雪
な
ど
の
自

然
条
件
に
よ
り
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
間　
10
月
15
日
㈫
か
ら
25
日
㈮

ま
で

■
申
し
込
み
方
法　
申
込
書
と
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
込
書
と
履
歴
書
は
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
安

田
山
ス
キ
ー
場
で
働
く

従
業
員
を
募
集
し
ま
す

　
市
は
、
空
き
家
の
管
理
に
お
困
り
の
所

有
者
を
支
援
す
る
た
め
、
管
理
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
登
録
情
報

は
、
空
き
家
の
管
理
に
お
困
り
の
所
有
者

や
管
理
者
へ
提
供
し
、
適
正
管
理
を
促
し

ま
す
。

■
登
録
で
き
る
事
業
者

❶
市
内
に
本
店
、
支
店
、
営
業
所
ま
た
は

事
務
所
を
有
し
て
い
る
。

❷
法
令
、
条
例
な
ど
の
規
定
に
よ
り
許

可
、
認
可
、
届
出
な
ど
を
必
要
と
す
る

サ
ー
ビ
ス
に
あ
っ
て
は
、
当
該
許
可
な
ど

が
あ
る
。

❸
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
。

■
サ
ー
ビ
ス
の
種
類　
次
に
掲
げ
る
サ
ー

ビ
ス
の
う
ち
１
つ
以
上
を
実
施

▼
内
外
の
点
検

▼
換
気
お
よ
び
通
水　

▼
敷
地
内
の
除
草
ま
た
は
樹
木
の
剪せ

ん
て
い定

▼
小
修
繕

▼
家
財
の
処
分

▼
そ
の
他
適
切
な
管
理
に
関
す
る
こ
と

■
申
請
方
法　
申
請
書
な
ど
必
要
書
類

を
防
災
安
全
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
防
災
安
全
課
地
域

安
全
係（
☎
・
内
線
１
２
６
５
）

空
き
家
の
管
理
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
募
集
し
て
い
ま
す

　

市
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
き

ま
す
。

■
日
時　
11
月
16
日
㈯
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で

■
場
所　
安
代
若
者
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
振
興
課
生
涯
学

習
係（
☎
・
内
線
１
１
４
４
）

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
男
女
が
共
に

活
躍
す
る
地
域
を
考
え
よ
う

　
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
き
、
市
内
の

一
定
面
積
以
上
の
土
地
を
取
得
し
た
場
合

は
、
契
約
日
か
ら
２
週
間
以
内
に
市
へ
届

け
出
が
必
要
で
す
。

■
届
け
出
が
必
要
な
土
地
取
引
の
面
積

▼
都
市
計
画
区
域
用
途
指
定
区
域
の
場
合　

２
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

▼
そ
の
他
の
都
市
計
画
区
域
内
の
場
合　

５
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

▼
都
市
計
画
区
域
外
の
場
合　
１
万
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
得

市
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す

内容
▶基調講演
【演題】八幡平市に新しい風を‼（仮）
【講師】ジオファーム八幡平 代表理事 船橋慶延氏
【聞き手】県立大学総合政策学部長 吉野英

ひ で き

岐教授
▶県男女共同参画サポーター講座受講者からの報告　
▶パネルディスカッション
【テーマ】起業から活力ある地域づくり（仮）
【コーディネーター】吉野英岐教授
【助言者】田村正彦市長、船橋慶延氏
【パネリスト】起業家育成事業スパルタキャンプ一期生
　　　　　　　㈱NEXT REVOLUTION 代表取締役 髙橋一真氏 ほか

市
職
員（
追
加
募
集
）の

採
用
試
験
を
行
い
ま
す

　
市
は
、
令
和
２
年
度
採
用
予
定
の
市
職

員
採
用
試
験（
追
加
募
集
）を
次
の
通
り
行

い
ま
す
。

初
級
事
務（
障
が
い
者
対
象
）

◆
採
用
予
定
人
数　
１
人

◆
受
験
資
格　
昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
14
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
人

▼
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
ま
た
は
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
▼
活
字
印
刷
文
に
よ
る
筆
記
試
験
や
、口

頭
に
よ
る
面
接
試
験
に
対
応
可
能
な
人

初
級
土
木

◆
採
用
予
定
人
数　
１
人

◆
受
験
資
格　
昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
14
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

保
育
士

◆
採
用
予
定
人
数　
若
干
名

◆
受
験
資
格　
保
育
士
資
格
と
幼
稚
園
教
諭

免
許
の
両
方（
令
和
２
年
３
月
末
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
人
を
含
む
）を
有
し
、平
成
２
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

看
護
師

◆
採
用
予
定
人
数　
若
干
名

◆
受
験
資
格　

看
護
師
免
許（
令
和
２
年
３

月
末
ま
で
に
取
得
見
込
み
含
む
）を
有
し
、昭

和
59
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

■
試
験
日　
11
月
９
日
㈯

■
試
験
会
場　
市
役
所
本
庁
舎

■
申
し
込
み
方
法　
受
験
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、持
参
ま
た
は
郵
送（
必

着
）し
て
く
だ
さ
い
。受
験
案
内
や
受
験
申

込
書
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
、
総
務
課
ま
た
は
西
根
・

安
代
両
総
合
支
所
か
ら
受
け
取
っ
て
く
だ

さ
い
。

■
申
込
期
限　
10
月
24
日
㈭

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課

（
☎
・
内
線
１
２
３
１
）

　

11
月
５
日
㈫
か
ら
申
請
に
よ
り
住
民

票
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
へ
旧
姓
が
併
記

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
旧
姓
を
使
い
な
が
ら
社
会
で

活
躍
す
る
女
性
が
、
婚
姻
な
ど
で
苗
字
が

変
わ
っ
た
場
合
で
も
、
従
来
使
っ
て
い
た

苗
字
が
住
民
票
や
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
記

載
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
旧
姓
で
本
人
確

認
の
証
明
が
可
能
に
な
る
も
の
で
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

▼
戸
籍
謄
本
な
ど（
記
載
を
希
望
す
る
旧

姓
が
記
載
さ
れ
た
も
の
か
ら
現
在
の
苗
字

が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
ま
で
全
て
）

▼
本
人
確
認
書
類

▼
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人
番

号
カ
ー
ド

■
申
請
場
所　
市
民
課
ま
た
は
西
根
・
安

代
両
総
合
支
所

■
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
課
戸
籍
住
民
係

（
☎・
内
線
１
０
６
２
）

住
民
票
と
個
人
番
号
カ
ー
ド
に

旧
姓
併
記
が
可
能
に
な
り
ま
す

代
総
合
支
所
ま
た
は
田
山
支
所
か
ら
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
安
代

総
合
支
所（
☎
７
２・
２
１
１
１
・
内

線
3
1
2
1
）

■
問
い
合
わ
せ
先　
企
画
財
政
課
秘
書
政

策
係（
☎
・
内
線
１
２
１
４
）

市役所からのHOT LINE
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月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday

市税納期（納期限12月２日）　固定資産税（第４期）、国民健康保険税（第５期）

休日当番薬局　　（当番日はカレンダー内に記載しています）
市 内 鹿角（市外局番 0186）

みのり薬局（☎75-2333） 黒沢薬局（☎35-3200）※日曜・祝日開局
白樺薬局（☎74-3363） 日本調剤薬局（☎30-1193）
あさひ薬局西根中学校前店（☎70-2311） ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）
大更調剤薬局（☎70-1320） ヘルシークラブ厚生病院前薬局（☎30-0080）
柏台薬局（☎71-1001）
あさひ薬局（☎75-2227）

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）
病 院 名 電話番号 病 院 名 電話番号

岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151 盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
岩手医科大学附属病院（医大） 019-613-7111 川久保病院（川久保） 019-635-1305
国立病院機構盛岡医療センター（国立）　※令和元年10月から追加 019-647-2195
▶夜間の症状が重い場合（17:00～翌朝 9:00、土曜日は13:00（祝日の土曜日は 9:00）
から受け入れ）　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診
療所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。
　時間外の受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に
支障を来す恐れがあります。症状が軽い場合は、盛岡市夜間急患診療所を受診しま
しょう。

岩手医大・県立中央病院などの出張診療日
病 院 名 診 療 科 目 診 療 日 時

西根病院（☎76-3111）

糖　尿　病 毎週火曜日　　　　　午前中
耳　鼻　科 毎週水曜日　　　　　午前中
循　環　器 第２・４水曜日　　　10：00～

心臓・血管外科 第２・４木曜日　　　午前中
呼　吸　器 第３月曜日　　　　　14：00～
血　　　液 第３水曜日　　　　　14：00～
神　　　経 第３木曜日　　　　　14：00～

安代診療所（☎72-3115） 内　　　科 第２・４木曜日　　　午前中
※　西根病院の出張診療は、内科で初診を受け、医師が必要と判断した場合、次回か
ら予約受診になります。
※　診療日は祝日等により前後の週に変更する場合があります。電話で事前確認願い
ます。

※コミセンは、コミュニティセンターの略称です。
10月21日～11月17日

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要
相 談 名 日 時 場 所 担当（予約先）

くらしとお金の安心
相談会（要予約）

11月15日㈮
10：00～15：00

市役所本庁舎
※　西根・安代両総合支所
でも対応可（予約時相談）

市民課
（☎・内線1066 ）

年金相談（要予約） 11月14日㈭
10：00～15：30 市役所多目的ホール棟

盛岡年金事務所
（☎019-623-6211）

人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課
（☎・内線1061 ）

※　定例行政相談はカレンダー内に記載しています

市税納期（納期限10月31日）　市県民税（第３期）、国民健康保険税（第４期）

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）
市 内 鹿角（市外局番 0186）

にしね眼科クリニック（☎70-2711） 笹村整形外科（☎30-0035）
西根病院（☎76-3111） かづの厚生病院（☎23-2111）
東八幡平病院（☎78-2511） 大湯リハビリ病院（☎37-3511）
平舘クリニック（☎74-3120） 福永医院（☎35-3117）
森整形外科（☎76-2318） 大里医院（☎22-1251）
▶日曜・祝日の日中（9:00～17:00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。
▶夜間の症状が軽い場合（19:00～23:00）　盛岡市夜間急患診療所【内科】へ
　盛岡市神明町3-29、盛岡市保健所（☎ 019-654-1080）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

■博物館休館日
■地域新興課＝定例行政相談　
9：30～12：00（市役所本庁舎）
■平舘コミセン＝映画会　
10：30～11：30（平舘こども園）

■即位礼正殿の儀
■市役所閉庁日
■図書館休館日

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■田頭コミセン＝野山を歩く
会　6：30～19：30（宮城県七ヶ
宿町）
■体育協会＝第16回安代地区
ナイタービーチボール大会　
18：50～21：00（安代地区体育館）

■博物館=歴史バスツアー　
9：00～16：00（市内）
■健康福祉課＝もうすぐパパ
ママ教室【受付】　9：40～10：00
（市役所多目的ホール棟）
■寺田コミセン＝子ども映画
会　15：00～16：00

■寺田コミセン＝▶自然を歩
こう「潮風トレイル」　6：30～
18：00（宮古市ほか）▶幼児映
画会　10：00～10：30（寺田保
育所）
■健康福祉課＝親子教室【受
付】　9：30～9：55（市総合運動
公園体育館）
■大更コミセン＝大更ふれあ
い大学第５回講座　10：00～
12：00
■体育協会＝第16回安代地区
ナイタービーチボール大会　
18：50～21：00（安代地区体育館）▶当番医（市内）にしね眼科ク

リニック・（鹿角）笹村整形外
科▶当番薬局（市内）みのり薬
局、白樺薬局・（鹿角）黒沢薬
局

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■健康福祉課＝乳幼児健康
相談・離乳食講習【受付】　
9：30～9：40（市役所多目的
ホール棟）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）

■図書館休館日（図書整理日）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（日　赤）

■振替休日
■市役所閉庁日
■体育協会＝第14回市クロ
スカントリー大会・第10回
スポーツ少年団駅伝祭り　
9：00～12：30（松尾総合運動
公園）
■地域振興課＝市芸術祭「展
示部門」　9：00～16：00（西根
地区市民センター）

■図書館休館日
■博物館休館日
■健康福祉課＝乳児健診【受
付】　13：00～13：15（市役所多
目的ホール棟）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝３歳児健診
【受付】　13：00～13：30（市役
所多目的ホール棟）
■寺田コミセン＝健康体操
教室　13：30～15：00

■広報はちまんたい発行日
■寺田コミセン＝七時雨大
学　10：00～13：00

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）福永医院▶当番薬
局（市内）柏台薬局・（鹿角）黒
沢薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■図書館＝あみぐるみ教室　
10：00～15：00

■図書館休館日
■松尾コミセン＝バランス
ボール講座　10：00～11：30
■田頭コミセン＝田頭曙大学　
10：00～14：00
■健康福祉課＝１歳児健診
【受付】　13：00～13：15（市役
所多目的ホール棟）
■荒屋コミセン＝移動図書
13：00～14：50（荒沢地区）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝▶２歳６カ月
児歯科健診【受付】　9：00～
9：15（市役所多目的ホール棟）
▶１歳６カ月児健診【受付】　
13：00～13：30（市役所多目的
ホール棟）
■大更コミセン＝大更婦人学
級第５回講座　10：00～12：00
■荒屋コミセン＝移動図書
11：40～14：50（田山地区）
■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～15：05（松尾地区内）

■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～14：45（松尾地区内）
■寺田コミセン＝茶道教室　
15：30～16：45

■田頭コミセン＝成人講座「干
支のくるみ絵」　9：00～12：00

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

■市役所閉庁日
■体育協会＝ノルディックウ
オーキングツアー　9：00～
11：30（安比高原スキー場周辺）
■松尾コミセン＝レジン講座
「かわいい小物作り」　10：00～
12：00
■地域振興課＝市芸術祭「舞
台部門（音楽発表）」　12：30～
16：00（西根地区市民センター）
■図書館＝おはなしのじかん　
14：30～15：00

■市役所閉庁日
■健康福祉課＝総合健診【受
付】　7：00～9：30（市役所多目
的ホール棟）
■地域振興課＝市芸術祭「舞
台部門（芸能発表）」　10：00～
15：00（西根地区市民センター）
■図書館＝落ち葉がはこんで
くれたおはなし会　 11：00～
12：00
■五日市コミセン＝五日市み
んなの収穫祭　11：00～15：00

▶当番医（市内）西根病院・
（鹿角）かづの厚生病院▶当番
薬局（市内）あさひ薬局西根中
学校前店・（鹿角）日本調剤薬
局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

■市役所閉庁日
■地域振興課＝市芸術祭「展
示部門」　9：00～19：00（西根
地区市民センター）
■松尾コミセン＝レジン講座
「かわいい小物作り」　10：00～
12：00
■田頭コミセン＝コミセンま
つり　10：00～16：00
■ 図 書 館 ＝ え ほ ん の 会　
14：00～15：00

■文化の日
■市役所閉庁日
■地域振興課＝▶市芸術祭
「展示部門」　9：00～16：00（西
根地区市民センター）▶市民
憲章推進大会　9：30～12：00
（松尾コミセン）
■田頭コミセン＝コミセンま
つり　10：00～15：00

▶当番医（市内）西根病院・
（鹿角）大湯リハビリ病院▶当
番薬局（市内）大更調剤薬局・
（鹿角）ファーマックスかづの
薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

■市役所閉庁日
■松尾コミセン＝松尾地区ふ
れあいまつり　9：40～16：00
■荒屋コミセン＝安代地区コ
ミセン文化祭　10：00～16：00
■寺田コミセン＝ヨガ教室　
10：30～12：00
■図書館＝▶おはなしのじか
ん　14：30～15：00▶Tom＆
Tam Story Time　15：00～
15：30

■市役所閉庁日
■平舘コミセン＝ローンボー
ルズ大会　9：00～12：00（平舘
体育館）
■松尾コミセン＝松尾地区ふ
れあいまつり　9：00～15：00
■荒屋コミセン＝安代地区コ
ミセン文化祭　10：00～16：00
■博物館=企画展ギャラリー
トーク　14：00～14：30

▶当番医（市内）平舘クリニッ
ク・（鹿角）かづの厚生病院▶
当番薬局（市内）白樺薬局・
（鹿角）ヘルシークラブ厚生病
院前薬局

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■体育協会＝第21回市小学
校フットサル大会　9：00～
12：00（アリーナまつお）
■図書館＝八幡平短歌会　
13：00～15：30
■健康福祉課＝市民健康講
座・認知症講演会　13：00～
16：00（西根地区市民センター）
■地域振興課＝市男女共同参
画フォーラム　13：00～16：00
（安代若者センター）

■市役所閉庁日
■体育協会＝第46回市男女混
合バレーボール大会　9：00～
13：00（市総合運動公園体育館）

▶当番医（市内）森整形外科・
（鹿角）大里医院▶当番薬局
（市内）あさひ薬局・（鹿角）
ファーマックスかづの薬局
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行事の内容など、詳しくは主催団体などにお問い合わせください。
【掲載依頼】掲載希望は発行月の前月10日までにご依頼ください。
掲載は、主催団体などを所管する市の担当課を通じ、依頼のあった記事を
優先します。
◆掲載の確約および採否の連絡はいたしかねます。
◆掲載文は市に一任していただきます。
◆営利目的や確実な掲載を希望される場合は、広告枠をご利用ください。

花巻空港定期便ダイヤ改正
パスポート交付費用に助成
　いわて花巻空港定期便のダイヤ
が10月27日㈰から改正されます。
札幌、名古屋、大阪、福岡への直行
便は毎日運航。毎週水・土曜日に台
湾と上海の国際定期便が運行され
ています。
　現在、同空港国際定期便を利用
する県民は、新規パスポート取得
または切り替え費用の一部（5,000
円）の助成を受けられます。
■問い合わせ先　県空港利用促進
協議会事務局（☎019-624-6330）

助成金で生産性を向上
賃上げや設備の投資に

　岩手労働局では、中小企業が賃金
を引き上げた場合に、設備投資など
に要した費用の一部を助成します。
■対象　労働者数30人以下で、事
業場で最も低い時給と県最低賃金
の差が30円以内の事業場
■助成額　賃金引き上げ対象労働
者の人数により50～100万円
■問い合わせ先　岩手働き方改
革推進支援センター（0120-198-
077）または同局雇用環境・均等室
（☎019-604-3010)

10月15日から21日まで
違反建築防止週間です

　県では、10月18日㈮に建築物が
法に適合した状態で建てられてい
るか、県下一斉パトロールを行い
ます。週間中は、建築相談所を設
置し、相談に応じます。
■相談所の設置場所　県土整備部
建築住宅課、盛岡広域振興局土木部
■問い合わせ先　同振興局土木部
（☎019-629-6650）

家庭介護の家族が学ぶ
お腹すっきり便秘予防

　社会福祉法人西根会では、家
庭介護者教室を無料で開きます。
教室では、調理実習も行います。
■日時　11月19日㈫午前10時半
から午後１時半まで
■場所　田頭コミュニティセンター
■持ち物　エプロン、三角巾
■申込期限　10月31日㈭
■申し込み・問い合わせ先　西根
ブランチ（☎75-1255）

岩手県の最低賃金が改正
時間額79 0円になります

　10月４日から改正された最低賃
金は、県内で働くパートタイマー、
アルバイトを含む全ての労働者に
適用されます。詳細は岩手労働局
ウェブサイトを確認してください。
■問い合わせ先　同局労働基準部
賃金室（☎019-604-3008）資格や経験がなくても

介護の現場で働けます
　特別養護老人ホーム富士見荘で
は、介護助手養成研修を開きます。
■日時　11月15日㈮、16日㈯、19
日㈫、20日㈬、22日㈮の全５日間
（各回３、４時間）
■受講料　無料
■定員　10人
■申込期限　11月５日㈫
■申し込み・問い合わせ先　同施
設（☎78-2455）

消防法の規定に基づく
危険物取扱者試験実施

　(一財)消防試験研究センター県
支部では、危険物取扱者試験を行
います。
■試験日　令和２年１月11日㈯・
18日㈯・25日㈯
■申請期間　▶電子申請　11月
19日㈫から26日㈫午後５時まで
▶書面申請　11 月22日㈮から11
月29日㈮まで(消印有効)
■問い合わせ先　同研究センター
県支部（☎019-654-7006） ひとり親家庭の悩み事

無料で相談に応じます
　（一社）県母子寡婦福祉連合会で
は、ひとり親家庭の親などのため
に弁護士が無料で相談に応じます。
■日時　11月８日㈮午前10時か
ら午後３時まで　※要予約
■場所　西根地区市民センター
■内容　離婚や養育費など日常生
活での困り事、悩み事
■申し込み・問い合わせ先　同連
合会（☎019-623-8539）

いいお産に向けて
助産師がサポート

　（一社）県助産師会と（公社）県看
護協会では、いいお産の日inいわ
て2019を開きます。入場無料。
■日時　11月４日（月・祝）正午
から午後３時まで
■場所　アイーナ
■内容　出産や育児に関する体
験・相談・展示コーナー
■問い合わせ先　県助産師会（☎
019-681-4103）

市民を対象に介護の
ポイントを教えます

　介護老人保健施設岩鷲苑では
「安心して暮らせる介護のポイン
ト」をテーマに介護教室を開きま
す。受講は無料です。
■日時　10月25日㈮午後１時半
から２時半まで
■場所　同施設
■申し込み・問い合わせ先　同施
設（☎76-5611）

11月９日から15日まで
秋季火災予防運動展開

　「ひとつずつ　いいね！で確認　
火の用心」を統一標語に、秋の全国
火災予防運動が行われます。八幡
平消防署では、防火座談会や初期
消火訓練を随時開いています。
■問い合わせ先　八幡平消防署
（☎ 76-2119）、松尾出張所（☎74-
2119)､ 安代出張所（☎72-2119）

災害発生時に備え
燃料は多めに確保

　全国石油商業組合連合会では、
満タン＆灯油プラス１缶運動を展
開しています。
　災害発生時の燃料が入手困難な
ときでも移動手段や暖房を確保す
るため、車は燃料メーターが半分
になったら満タンに、灯油は１缶
多めに備えましょう。

消費税軽減税率が
実施されています

　10月１日からの消費税増税と
同時に、消費税の軽減税率制度が
始まっています。軽減税率が適用
されるのは、飲食料品と新聞の販
売です。これらの品目でも軽減税
率が適用されるには一定の条件が
あります。
■詳細・問い合わせ先　国税庁
ウェブサイトまたは消費税軽減税
率電話相談センター（☎0120-205-
553）

秋の八幡平を堪能
山賊まつりを開催

　第31回八幡平山賊まつりを開
きます。屋台や物販のほか、民謡
全国大会チャンピオンステージな
どステージイベントも満載です。
■日時　10月12日㈯から14日
（月・祝）各日午前10時から午後４
時まで
■場所　さくら公園イベント広場
■問い合わせ先　市観光イベント
実行委員会事務局（☎78-3500）

マイクロバスの違法
サービス利用に注意

　マイクロバスを旅行などで利用
する際は次のことに注意してくだ
さい。▶運転手付きマイクロバス
の手配は、国土交通大臣の許可を
受けたバス会社を利用する▶レン
タカーのマイクロバスには運転手
が付いていません▶違法な白バス
を利用して事故にあった場合、保
険が適用されないことがあります。
■問い合わせ先　東北運輸局岩手
運輸支局輸送・監査部門（☎019-
638-2155）

高齢者・障がい者
なんでも１１０番

　岩手弁護士会などでは、高齢
者・障がい者、その家族や関係者
からの相談に無料で応じます。当
日は電話での相談にも応じます。
■日時　11月13日㈬午後１時か
ら５時まで
■場所　県福祉総合相談センター
■電話相談　019-625-0110
■内容　法律、介護・福祉サービ
ス、年金など幅広い分野
■問い合わせ先　東海林法律事
務所・東海林利哉（☎019-623-
9511）

医療現場を見て体験
東八幡平病院内覧会

　オープンホスピタル2019in東
八幡平病院を開きます。入場無料。
■日時　10月27日㈰午後１時か
ら４時まで
■内容　各部門案内、看護・リハ
ビリ・介護の体験、寸劇、喫茶など
■問い合わせ先　同病院事務局
（☎78-2511）

建設現場労働者のための
退職金を知っていますか
　建設業退職金共済制度は、事業
主が労働者の働いた日数に応じて
掛け金（日額310円）となる共済証
紙を共済手帳に貼り、労働者が建
設業界で働くことを辞めたときに
は建退共から退職金の支払いを受
けることができる制度です。
■問い合わせ先　建退共県支部
（☎019-622-4536)

高校・大学などの教育費
国の教育ローンの利用を
　「国の教育ローン」は、高校・大
学などへの入学時・在学中にかか
る費用を対象とした公的な融資制
度です。
■融資額・金利　子ども１人当た
り350万円以内、年1.71％固定金
利（７月31日現在）
■返済期間　15年以内
■問い合わせ先　教育ローンコー
ルセンター（☎0570-008656また
は03-5321-8656）

沿岸被災地復興の様子を
バスで巡り見学できます
　いわて三陸復興見学会（全３
コース）の参加者を募集しています。
■日時　▶気仙コース　11月１
日㈮午前７時45分から午後７時
50分まで▶山田コース　11月９
日㈯午前８時半から午後６時まで
▶釡石コース　11月10日㈰午前
７時半から午後６時半まで
■集合場所　盛岡駅前
■見学場所　高田松原津波復興祈
念公園ほか復興に関する施設など
■参加費　無料（飲食費などは自
己負担）
■詳細・申し込み方法
県公式ウェブサイト（https://
www.pref.iwate.jp/event/
fukkou/01kengakukai.html)まで
■申込期限　10月18日㈮
■問い合わせ先　県沿岸広域振興
局復興推進課（☎0193-27-5521）
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この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

（８月届け出分）

※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています（敬称略）。

（行政区・性別・保護者）

中軽米　凪
なぎさ
紗（寄木新田・女・裕輝）

大澤　未
みらい
來（北村・男・正利）

遠藤　永
え ま
麻（五百森・女・佑輔）

田村　聖
ひじり
（岡村・女・大知）

畠山　葵
あおい
衣（中松尾・女・大輔）

藤嶋　桜
さくらこ
子（仲町・女・洸）

畠山　麗
かずさ
咲（松川・女・将志）

遠藤　有
ともか
夏（雇用促進（西根）・女・雅也）

　工藤　拓哉　　　／下町三区
　小松　愛　　　　／青森県
　瀬川　将哉　　　／間羽松
　内舘　岬　　　　／盛岡市
　清水　健太郎　　／上寄木
　川村　夏子　　　／盛岡市

　岡崎　祥　　　　／荒屋
　畠山　麻希　　　／曲田横間

伊藤　豊巳　　　89歳　高宮
實藤　アヤ　　　95歳　駅前二区
八角　安彦　　　59歳　山崎
工藤　朝子　　　71歳　中村
三浦　義政　　　82歳　日瀬通
髙橋　伶子　　　84歳　中松尾
工藤　忠一　　　81歳　五百森
工藤　一夫　　　86歳　五百森
工藤　ナミ　　　85歳　五百森
山口　剛　　　　81歳　上野駄
髙橋　功　　　　76歳　下平笠
松村　ヨシノ　　87歳　中関
盛内　ナミ　　　101歳　秋葉
工藤　正義　　　82歳　間羽松

工藤　民雄　　　89歳　高宮
松村　仁八　　　97歳　中関
工藤　悦子　　　91歳　両沼
佐藤　ハツエ　　85歳　中松尾
米田　藤男　　　82歳　上野駄
遠藤　弘見　　　77歳　帷子
遠藤　チヨ　　　88歳　中村
髙橋　クニエ　　96歳　中沢
髙橋　トワ　　　88歳　わし森
遠藤　ミノリ　　86歳　寺田
八幡　リヱ　　　94歳　舘市
藤田　チヨノ　　88歳　時森
伊藤　ミン子　　85歳　下平笠

健やかに

安らかに

■交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数■人口の動き【８月31日現在　（　）は前月比】
地　　区 人　　口 世 帯 数
西根地区 15,454（－37） 6,292（－12）
松尾地区 5,676（－３） 2,408（＋10）
安代地区 4,297（－２） 1,839（＋４）
合　　計 25,427（－42） 10,539（＋２）
男　　性 12,301（－22）
女　　性 13,126（－20）

出生 ８ 死亡 36
転入 50 転出 64

項　　目 ８月 １月からの累計
人身事故 ６（３） 20（18）
物損事故 49（35） 334（365）
負 傷 者 ６（３） 23（20）
死 者 ０（０） ０（３）
飲酒運転 ０（０） ２（０）
火 災 １（０） ７（２）
救 急 140（119） 903（907）

お幸せに

（
（
（

（

健康福祉課健康推進係 ☎・内線1086

保健のひろば

子育てＮＥＷＳ
地域福祉課児童福祉係 ☎・内線1106

◆里親とは
　親の事故や病気などの事情により家庭で生活で
きない子どもを自分の家庭に迎え入れ、温かい愛
情と正しい理解を持って養育する人のことです。
　児童福祉法に基づいて県がお願いするもので、
希望する人は定められた研修を受講し、県福祉総
合相談センターと市の職員が家庭訪問をして認定
します。
◆里親の現状
　国では、これまで施設で養育してきた子どもた
ちを、より家庭的な環境の中で養育させたいとい
う方針ですが、現在の里親に登録している世帯数
では対応が困難であるとされています。県内にお
いても平成31年４月１日現在で190世帯（当市で
は２世帯）しか登録されていないため、より多くの
里親の養成が急務となっています。

里親ってどんな制度？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら
身
を
守
ろ
う

〇
申
請
窓
口

　
健
康
福
祉
課
、
西
根
・
安
代
両
総

合
支
所
、
田
山
支
所

〇
予
防
接
種
を
受
け
る
前
に

　

医
療
機
関
に
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。
委
託
医
療
機
関
は
、
予
診
票
に

記
載
し
て
い
ま
す
。

　
入
院
や
入
所
な
ど
に
よ
り
市
外
で

接
種
す
る
場
合
は
、
事
前
に
手
続
き

が
必
要
で
す
。
健
康
福
祉
課
健
康
推

進
係
ま
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
高
熱
や
頭

痛
、
関
節
痛
な
ど
の
全
身
症
状
が
強

く
、
気
管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
を
合
併

し
重
症
化
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

高
齢
者
や
乳
幼
児
な
ど
は
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。

　
こ
ま
め
な
手
洗
い
・
う
が
い
、
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
で
感
染
を
防
ぎ
、
十
分

な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
で

免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成

　
予
防
接
種
は
、
発
症
す
る
可
能
性

を
低
減
さ
せ
、
発
症
し
た
場
合
に
は

重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
に
有
効
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
流
行
す
る
前

に
、
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

〇
助
成
対
象
接
種
期
間

　
10
月
15
日
㈫
か
ら
令
和
２
年
１
月

31
日
㈮
ま
で

〇
対
象
者
と
助
成
額
な
ど

　
下
表
の
通
り

〇
予
診
票
の
申
請
と
交
付

❶
満
65
歳
以
上
の
人
に
は
、
市
か
ら

予
診
票
を
送
付（
接
種
期
間
内
に
65

歳
に
な
る
人
に
は
誕
生
月
の
月
末
頃

に
送
付
）し
ま
す
。

❷
そ
れ
以
外
の
対
象
者
は
、
10
月
15

日
以
降
に
次
の
窓
口
で
予
診
票
を
申

請
し
て
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

対 象 者 回数
(上限)

助成額
（１回につき）

申請に必要な
もの

満１歳以上の幼児
（生年月日：Ｈ25.４.２～30.12.31） ２回 2,500円

母子健康手帳小学生 ２回 1,000円
中学生 １回 1,000円
満60～ 64歳で次のいずれかの人
・心臓、呼吸器、腎臓に障害（身体
障害者手帳１種１級程度）がある
・ヒト免疫不全ウイルスにより重
度の免疫低下をきたしている

１回 2,200円 身体障害者手
帳

満65歳以上の人 １回 2,200円 ※予診票は送付

表　令和元年度インフルエンザ予防接種の対象者別助成額など

◆養育費用の支給
　里親になり子どもを養育している人に、子ども
の養育費（生活費など）が支給されます。このほか、
養育里親と専門里親には、手当が支給されます。
◆問い合わせ先
地域福祉課児童福祉係または県福祉総合相談セン
ター（☎019-629-9608）

種 類 内 容

養育里親
さまざま事情により家庭で暮らせない子
どもを、一定期間、自分の家庭で養育する
里親

専門里親
養育里親のうち、虐待、非行、障害などの
理由により、専門的な援助を必要とする子
どもを養育する里親

養子縁組を希
望する里親

養子縁組によって、子どもの里親となるこ
とを希望する里親

親族里親
実親が死亡、行方不明等により養育できな
い場合に、祖父母などの親族が子どもを養
育する里親

◆里親の種類

県福祉総合相談センターでは「里親出前講座」を開いて
います。参加者が少数でも出向きますので、興味があ
る人は問い合わせてください。
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地
域
お
ここ
し

だ

力
隊

り

協

よ

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

サークル　　　　・サー
クル

市内で活動、活躍する
団体・サークル・チーム
などを紹介

サークル

博物館だより

図書館だより

M U S E U M

L I B R A R Y

博物館　TEL 63-1122

 図書館　TEL 75-1700
松尾コミュニティセンター図書室　TEL 76-3235
荒屋コミュニティセンター図書室　TEL 72-2505

Vol.65

秋
の
風
が
心
地
よ
い
で
す

ね
。
市
内
の
映
像
を
撮

影
、配
信
し
て
い
る
熊
谷
で
す
。

７
月
に
、
県
広
報
協
議
会
が
主

催
す
る
平
成
30
年
度
岩
手
県
市

町
村
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の
映
像

部
門
で
入
選
し
、
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

作
品
名
は『
花
育
』。同
年
に

田
山
小
の
授
業
の
一
環

と
し
て
、
児
童
が
リ
ン
ド
ウ
の

栽
培
・
採
花
・
出
荷
ま
で
を
体

験
し
て
い
る
様
子
を
ま
と
め
ま

し
た
。
リ
ン
ド
ウ
に
つ
い
て
学

び
、
地
域
の
人
の
仕
事
ぶ
り
に

今月の担当
熊谷 拓朗 さん

Vol.34

すこっぷ三味線友の会

◎結成何年目？きっかけは？
　平成27年３月に結成し、今年で５年目です。「ボ
ケ防止にみんなで何かやろうか」と軽い気持ちで
始め、寺田コミセンまつりに帷子地区の催し物と
して演奏したことがきっかけで、友の会を結成し
ました。

メンバー17人（８月17日現在）
会長：遠藤 弘見＝帷子＝

北部デイサービスの夏祭りで披露

◎活動の内容は？
　寺田コミセンまつりや平舘八幡宮、白坂観音の
地元の祭りで披露するほか、施設への慰問や敬老
会などで演奏してい
ます。見てくれた人
が喜んでくれること
がうれしくて活動し
ています。
◎活動の魅力は？
　すこっぷ三味線は

触
れ
な
が
ら
、
郷
土

愛
を
育
む
内
容
に
な

っ
て
い
ま
す
。
市
の

特
産
で
あ
る
安
代
り

ん
ど
う
の
素
晴
ら
し

さ
を
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
多
く
の
人
に
知

っ
て
も
ら
い
た
い
思
い
か
ら
撮

影
に
至
り
ま
し
た
。

撮
影
で
は「
お
じ
い
ち
ゃ
ん

が
リ
ン
ド
ウ
農
家
だ
か

ら
手
伝
っ
た
こ
と
あ
る
よ
」「
将

来
は
リ
ン
ド
ウ
生
産
者
に
な
る

よ
」な
ど
と
話
す
児
童
も
い
て
、

笑顔で出荷作業を体験

楽器を弾けない人でもスコップ１本あれば、誰で
も手軽に始められます。栓抜きをバチ代わりに軽
快にたたき鳴らし、音楽に合わせて津軽三味線の
マネをして見せる演奏は、ストレス発散になりま
すし、曲を覚えてリズム刻むことで、ボケ防止にも
つながっています。また、会としては発表後の反省
会やみんなとの旅行は楽しみの一つです。
◎今後の目標・展開は？　
　県大会に１度参加したのですが、レベルが高く
てびっくりしました。今は大会出場や成績が目標
ではなく、会員がすこっぷ三味線を通じて、健康で
定期的に集まって楽しめる場が続けばいいなと
思って活動しています。
◎活動日時・場所は？
　冬は月１回、夏は祭りなどがあるので週１回程
度、寺田コミセンで活動しています。何か始めたい
と思っている人は、すこっぷ三味線をしてみませ
んか。子どもや若い人たちも大歓迎です。
■問い合わせ先　寺田コミセン（☎77-2024）

笑
顔
を
浮
か
べ
な
が
ら
体
験
す

る
姿
に
、
私
も
楽
し
い
気
持
ち

で
カ
メ
ラ
を
回
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
児
童
の
興
味
津
々
な

表
情
や
真
剣
に
取
り
組
む
姿
を

映
像
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
た

上
、
入
選
と
い
う
評
価
ま
で
い

た
だ
け
て
、
大
変
う
れ
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。『
花
育
』は
、
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
の
八
幡
平
F
A
N

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
視

聴
、
そ
し
て
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。機械で葉を取って、きれ

いな花束にまとめます

　たくさんの本と触れ
合い、読書に親しんでも
らうことを目的に「落ち
葉がはこんでくれたお
はなし会」を開きます。
　盛岡誠桜高校保育士
専攻科「子ども未来学
科」講師の附

つ く た

田清
せ い こ

子さん
（八幡平市在住）や同校

◆新着ピックアップ

　サイズ感の分かりにくい古生物
たちを、現代の身近な風景に配置さ
せてみた図鑑です。
　さまざまな古生物たちのサイズ
を直観的に感じることができる１
冊です。

学生ボランティアの皆さんと一緒に、絵本の読み聞
かせや手遊び、親子で取り組む作品作りを楽しみま
しょう。申し込みは不要です。気軽に参加してくだ
さい。
■日時　10月27日㈰午前11時から正午まで
■参加料　無料

◆第73回読書週間が始まります
　読書の秋、図書館で新しい本と出会ってみませんか。

好きなフルーツのちぎり絵で
装飾した首飾り作り（H30）

『リアルサイズ古生物図鑑　中生代編』
著：土屋健ほか、出版社：技術評論社

◆落ち葉がはこんでくれたおはなし会

遠
えんきょうゆうこく

境幽谷の名湯『松川温泉』

企画展「松川温泉記」関連イベント
『かつての遠境幽谷を巡る旅』を開催します

　松川地熱発電所や松川渓谷玄武岩、八幡平山頂を巡り、紅
葉を楽しむバスツアーです。　※温泉入浴はありません。
■日時　10月24日㈭午前８時半から午後４時まで
■申込期限　10月14日（月・祝）　※要予約
■定員　30人（先着順）
■参加料　210円（入館料）
■その他　昼食（弁当600円）を希望する人は、予約時に申し
込んでください。

◆江戸時代の絵図に描かれている松川温泉
　寛保３（1743）年に高橋与次郎が開湯したのが始まり
と伝えられている松川温泉は「遠境幽谷の名湯」とい
われ、遠く離れた山深い土地であるため、名湯であり
ながら人々が訪れることはまれでした。慶応３（1867）
年の『沼宮内通寄木村山絵図』には、現在の「松楓荘」が
ある場所に『湯坪』の文字と、湯けむりを上げている小
屋が描かれています。青い岩手山と緑の山々の中にひ
っそりとたたずむ名湯を見ることができます。

◆大正時代の案内書には効能が著しい温泉と紹介　
　開湯から約180年後の大正11(1922）年に、大更駅周
辺を紹介する案内書『大更案内』が、花輪線開通を記念
して発行されました。書内には「交通の便が悪くて知
る人は少ないが、松川温泉には歴史があり、効能が著
しい名湯である」と紹介されています。
　紹介した『沼宮内通寄木村山絵図』や『大更案内』は、12
月８日㈰まで開催中の企画展「松川温泉記」で、展示して
います。ぜひ来館してご覧ください。

沼宮内通寄木村山絵図
（松尾鉱山資料館蔵）

拡大
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皆さんからの情報をお寄せください。
企画財政課広報広聴係（☎・内線1202)

防
災
行
政
無
線
は
放
送
後
24
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
☎
68
・
７
３
１
３
）※
通
話
料
は
利
用
者
負
担

この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

防災安全課　地域安全係　☎・内線 1265
　　　　　　消防防災係　☎・内線 1261

　
こ
の
ア
プ
リ
は
、
自
然
災
害
が
多
い
日

本
で
外
国
人
旅
行
者
が
安
心
し
て
旅
行
で

き
る
よ
う
に
と
観
光
庁
監
修
の
も
と
開
発

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ア
プ
リ
一
つ
で
日
本

国
内
に
お
け
る
緊
急
地
震
速
報
や
津
波
警

報
、
噴
火
速
報
、
気
象
特
別
警
報
、
熱
中

症
情
報
、国
民
保
護
情
報
を
通
知
し
ま
す
。

　
外
国
人
旅
行
者
だ
け
で
な
く
、
定
住
し

て
い
る
外
国
人
に
も
お
勧
め
で
す
。

■
日
本
語
に
も
対
応
し
て
い
ま
す

　
対
応
言
語
は
12
言
語
で
、
日
本
語
に
も

対
応
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
か

ら
発
表
さ
れ
る
警
報
な
ど
を
一
括
管
理
で

き
た
ら
―
と
感
じ
て
い
る
人
に
、
ぜ
ひ
活

用
し
て
も
ら
い
た
い
ア
プ
リ
で
す
。

防 災
災
害
情
報
の
管
理
に

便
利
な
ア
プ
リ
を
紹
介

災害時情報提供アプリ｢S
セーフティー

afety t
ティップス

ips｣の機能を紹介

出典：観光庁ホームページ　http://www.mlit.go.jp/kankocho/news08_000290.html
　　　報道発表資料から抜粋

ルワンダ選手への応援メッセージを手渡す生徒ら

事前合宿で訪れたルワンダ選手団との交流を紹介

ルワンダとの交流を紹介
アフリカ・ホストタウン友好促進イベント

　アフリカを相手国としたホストタウン友好促進イ
ベントは８月30日、横浜市内で開かれました。
　安代中の北舘遥

は る き

希さん（３年）と齋藤愛
あ い か

華さん（２
年）が参加し、リンドウ栽培が縁でルワンダのホスト
タウンとなった経緯や、７月25日に同校で開かれた
ルワンダ選手団との交流会で一緒に折り鶴を作成し
た様子などを発表。アフリカ開発会議で来日してい
るアフリカ関係者に、本市とルワンダとの交流を紹
介しました。

本場リンドウ栽培を学ぶ
ルワンダのリンドウ生産者が栽培現場を見学

　ルワンダでリンドウを生産する現地法人ブルー
ム・ヒルズ・ルワンダの原田俊吾社長と社員のアン
ジェロ・マテカさんが、８月26から28日まで滞在し、
リンドウの栽培現場や関係施設などを見学しました。
　27日には、リンドウ農家の種市新一さんの圃場や作
業場を見学し、収穫作業などを体験。現地の生産者と
して初めて本市を訪問したマテカさんは「品質の良さ
に感動した。種市さんのスピード、正確性を見習って、
実践していきたい」と意欲を燃やしました。種市さん（左）から説明を受ける原田社長（中）とマテカさん
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1202まで。
松○マークの記事は、地域おこし協力隊の松本侑子隊員が取材。広報で伝えきれなかった内容は、
同協力隊が運営している移住・定住情報サイト「はちまんたい通信」で紹介しています。 はちまんたい通信

にじいろ基金から柏台学童保育ク
ラブに本が寄贈されました（９月
19日、オークフィールド八幡平）

令和６年からの運転開始を予定す
る安比地熱発電所の建設工事安全
を祈願（９月６日、兄川牧野入り口）

栄養指導で選手サポート
パラバイアスロン強化拠点機能強化事業

　パラリンピックバイアスロン強化拠点機能強化事業
の一つである栄養指導が９月13日、新安比温泉静流閣
で初めて行われました。
　講師に古川順勝管理栄養士（東八幡平病院）を迎え、
合宿中の阿部友里香、佐藤圭一の両選手は、栄養量や
バランス、摂取のタイミングなどについて学びました。
　本事業は、田山射撃場が平成30年４月からの４年間、
同競技の強化拠点指定に伴い、栄養指導や環境整備な
どの面から選手をサポートするものです。 古川管理栄養士のアドバイスを熱心に聞く選手（前列）

怒りと上手に付き合おう
市生涯学習推進大会講演会

　市生涯学習推進大会は８月24日、西根地区市民セン
ターで開かれ、講師の高橋昭三氏が「イライラしないハ
ッピー家族を目指して」と題して講演しました。
　同日は、ＰＴＡ連絡協議会研修会が合同開催され、
約150人が参加。怒りを感じた時に６秒待って気持ちを
静めるストップシンキングや、プラス思考で物事を伝
えるポジティブトークなどの手法を学びました。
　高橋氏は「感情をコントロールして、ポジティブに語
ることで自分を変えてほしい」と期待を込めました。怒りをコントロールするための習慣や考え方を紹介

西根地区体育館で開票作業に従事する市職員

達増氏が知事４選果たす
県知事選挙

岩手警察署長から田村正彦市長へ
交通死亡事故抑止継続９カ月の賞
賛状を伝達（９月３日、市役所）

　任期満了に伴う県知事選挙は９月８日、投・開票
が行われ、現職の達増拓也氏が40万2803票を獲得し、
及川敦氏に24万7299票差をつけて４選しました。
　本市の得票数は達増氏が6023票、及川氏が4500票。
投票日当日の有権者数は２万2315人で、投票率は
47.33％と選挙戦だった前々回の県知事選挙（平成23
年９月）の65.61％を18.28㌽下回りました。
　同日行われる予定だった県議会議員選挙八幡平選
挙区は無投票となり、現職２人が当選しています。

長年の功績認められ受賞
道路愛護団体等に対する大臣表彰を受賞

　道路愛護団体等に対する国土交通大臣感謝状伝達
式は８月30日、サンセール盛岡で行われ、市公衆衛
生連合会安代支部が感謝状の伝達を受けました。
　昭和42年から継続している安代地区内の道路清掃
や不法投棄防止活動が認められ、平成６年に安代町
公衆衛生組合連合会として受賞した県知事表彰に続
き、今回の受賞となりました。同支部長の本宮武彦
さんは「賞を汚さないように、これからも活動を継続
していきたい」と気を引き締めました。

八幡平スマートファームでのバジルの摘み取り体験

受賞の報告に来庁した本宮支部長（右）と岡田久副市長

地熱エネルギーを身近に
こども地熱探検隊

プログラミングを習得！
スパルタキャンプin八幡平市Unity編

　スパルタキャンプin八幡平市Unity編は９月７日
から29日までの毎週土日の全８日間、西根総合支所
内の市起業家支援センターで行われました。
　同イベントは短期型のプログラミング合宿で、競
争率20倍超えの中、選ばれた14人が参加。最終日に
は各自が作成したオリジナルアプリをリリースしま
した。栃木県から参加した吉森純一さんは｢来て良
かったとしか言いようがない。悪いところがないで
す｣と充実感に満ちた笑顔を見せました。 松○ 作成したアプリのプレゼンを真剣に聞く参加者

　地熱エネルギーの活用を学ぶこども地熱探検隊は
９月１日、小学３～６年生14人が参加し、市内の地
熱資源の見学・体験ツアーを行いました。
　ツアーでは、イーハトーブ火山局や松尾八幡平地
熱発電所を見学した後、㈱地熱染色研究所での地熱
染めなどを体験。地熱エネルギーが幅広い分野で活
用されていることを学びました。松野小３年の佐々
木こころさんは「初めて知ることが多かった。地熱染
めをまたやってみたい」と笑みを浮かべました。

総勢337チームが安比高原を舞台
に42.195㌔をたすきリレー（９月
８日、あっぴリレーマラソン2019）

89歳の被敬老者に平舘高の生徒か
ら紫薫まくらが手渡されました（９
月12日、市敬老会田頭地区会場）
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　平成20年生まれ。日本郷土民謡協会岩手中
央支部に所属。小２年時に青少年みんよう全
国大会へ出場し、小学生低学年の部で準優勝
を獲得（広報はちまんたい№225で紹介）。数々
の民謡大会で入賞。市内外のイベント、介護
保険施設への慰問などで歌声を披露している。
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民
謡
チ
ャ
ン
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ン
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優
勝

日
戸 

楓
乃  
さ
ん

民謡ショーで歌声を披露（９月14
日、盛岡八幡宮例大祭）

　
８
月
10
日
に
東
京
都
で
開
か
れ

た
郷
土
民
謡
民
舞
青
少
年
み
ん
よ

う
全
国
大
会
に
出
場
し
た
日
戸
楓

乃
さ
ん
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小
学
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高
学
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同
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し
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も
民
謡
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歌
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こ
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岩
手
中
央
支
部
の
民
謡
教
室

に
週
一
度
通
い
、
稽
古
を
積
み
重

ね
て
い
る
。

　
小
学
校
へ
の
送
り
迎
え
を
し
て

も
ら
う
車
内
や
農
作
業
を
し
て
い

る
小
屋
で
母
に
聞
い
て
も
ら
い
、

練
習
す
る
の
が
日
課
。
民
謡
教
室

で
師
匠
か
ら
指
導
が
あ
っ
た
課
題

に
、母
と
二
人
三
脚
で
取
り
組
み
、

日
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月
６
日
㈮
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ら
８
日
㈰
ま

で
、
埼
玉
県
で
開
か
れ
る
第
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回

郷
土
民
謡
民
舞
全
国
大
会
に
出
場

す
る
。
楓
乃
さ
ん
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手
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表
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て
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よ
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が
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ば
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い
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と
力
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め
た
。


